
本
県
の
農
村
は
混
住
化
が
一
段
と
進

ん
で
お
り
、
新
し
い
農
村
社
会
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
を
専
業
と
す
る

農
家
群
か
ら
兼
業
農
家
や
農
家
以
外
の

人
々
も
住
む
混
住
化
社
会
で
す
。

農
畜
産
物
の
生
産
活
動
と
住
民
の
地

域
活
動
が
別
々
に
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

活
動
の
内
容
や
実
施
時
期
な
ど
が
統
一

し
に
く
く
停
滞
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域
活
動

や
昔
か
ら
の
伝
統
行
事
な
ど
を
再
現

し
、
活
性
化
す
る
に
は
実
態
に
即
し
た

仕
組
み
方
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

幸
い
、
戦
後
、
最
大
の
農
政
改
革
の

中
に
道
路
や
水
路
の
草
刈
、
泥
上
げ
等

を
共
同
活
動
す
る
農
地
・
水
・
環
境
保

全
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
農
業
者
と
地
域
住
民
が
一
緒
に
な

っ
て
活
動
し
た
場
合
に
国
・
県
・
市
町

村
が
水
田
で
10
ａ
当
た
り
４，
４
０
０

円
が
援
助
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
地

域
活
動
、
再
生
の
救
世
主
で
す
。

行
政
の
予
算
化
と
地
域
集
落
の
自
主

的
な
組
織
づ
く
り
と
計
画
策
定
に
取
り

組
ま
れ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

岩
手
県
農
業
会
議

会
長
　
中
　
野
　
昌
　
造

農業会議通信 農業会議通信 農業会議通信 
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岩手県農業会議 
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「
農
村
機
能
の
再
生
を
考
え
よ
う
」

今

月

の

一

言

●新農政に向けて経営能力向上
●認定農業者の意識改革と経営センスの刷新
●女性農業委員のパワー全開
●農業法人等が異業種企業から商戦ノウハウ
●100億円産業を目ざして



岩
手
県
農
業
会
議
（
中
野
昌
造
会
長
）
は
、

今
後
の
本
県
農
業
を
担
う
経
営
者
を
育
成
す

る
た
め
、
経
営
能
力
の
向
上
を
図
る
各
種
研

修
や
経
営
分
析
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
も
認
定
農
業
者
等

を
対
象
に
し
た
「
い
わ
て
農
業
者
ト
ッ
プ
ス

ク
ー
ル
」
と
農
業
法
人
等
を
対
象
に
し
た

「
い
わ
て
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
を

開
校
し
て
い
ま
し
た
が
、
去
る
、
１
月
25
日

に
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
が
、
２
月
７
日
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
が
相
次
い
で
修
了
式
を
行

い
ま
し
た
。

両
ス
ク
ー
ル
と
も
岩
手
大
学
の
農
学
部
長

が
校
長
を
務
め
る
産
学
官
が
一
丸
と
な
っ
て

地
場
企
業
と
し
て
の
農
業
経
営
者
を
育
成
す

る
も
の
で
、
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
の
修
了
生
は

36
名
で
あ
り
３
ヶ
年
間
で
１
４
４
名
が
修
了

し
、
県
内
各
地
で
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

一
方
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
修
了
生
は
21

名
で
あ
り
２
年
間
で
44
名
が
修
了
し
、
県
内

の
農
業
法
人
経
営
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
農
業
は
、
農
政
の
大
改
革
で
全
て

の
農
家
か
ら
自
主
的
な
経
営
を
営
む
認
定
農

業
者
、
集
落
営
農
経
営
体
や
農
業
法
人
に
政

策
支
援
を
集
中
し
て
食
料
の
生
産
と
優
良
農

地
の
継
続
的
な
活
用
を
委
ね
る
こ
と
か
ら
、

極
め
て
時
宜
を
得
た
両
ス
ク
ー
ル
の
開
校
で

し
た
。
今
年
も
、
よ
り
充
実
し
た
ス
ク
ー
ル

に
改
善
し
て
継
続
し
ま
す
の
で
、
農
業
経
営

者
の
積
極
的
な
入
学
を
期
待
し
ま
す
。

2

去
る
、
２
月
21
日
〜
22
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
「
ホ
テ
ル
大
観
」

に
お
い
て
、
岩
手
県
農
業
会
議
と
岩
手
県
認

定
農
業
者
組
織
連
絡
協
議
会
（
福
田
正
一
会

長
）
は
、
平
成
17
年
度
認
定
農
業
者
等
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
市
町
村
の
認
定
農
業
者
協
議
会
の

役
員
等
約
１
３
０
名
が
参
加
し
て
農
政
の
大

改
革
に
向
け
た
現
場
農
業
の
実
践
者
と
し
て

熱
心
に
受
講
し
有
意
義
な
２
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
、
東
北
農
政
局
長
の
平
野
昭
氏
か
ら
、

県
内
で
は
周
知
徹
底
し
た
「
経
営
所
得
安
定
対

策
等
大
綱
」
の
具
現
化
に
際
し
て
「
新
し
い
情

勢
下
で
の
認
定
農
業
者
の
役
割
と
期
待
」
と
題

し
て
、
正
し
い
現
状
把
握
と
展
望
を
持
っ
た
経

営
者
に
な
る
必
要
が
あ
る
と
、
統
計
数
値
を
踏

ま
え
た
説
得
力
の
あ
る
講
演
で
し
た
。

次
に
、
株
式
会
社
く
い
だ
お
れ
代
表
取
締
役

会
長
・
女
将
の
柿
木
道
子
さ
ん
か
ら
大
阪
道

頓
堀
商
店
街
や
自
社
の
改
革
の
実
践
者
と
し

て
「
道
頓
堀
・
く
い
だ
お
れ
流
経
営
革
新
に

つ
い
て
〜
不
易
流
行
・
原
点
を
考
え
る
〜
」

と
題
し
て
、
経
営
革
新
は
、
自
ら
の
伝
統
文

化
と
理
念
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
経
営
者
も

社
員
も
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収
集
・
分
析
し
て

革
新
的
な
方
向
付
け
を
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
常
に
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
処
し
た

改
善
を
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
と
し
、
今
の

農
業
改
革
と
類
似
し
て
お
り
共
感
を
呼
ん
だ

講
演
で
し
た
。

翌
日
は
、
県
内
認
定
農
業
者
の
優
良
事
例

報
告
と
質
疑
応
答
方
式
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
最
初
に
本
年
度
、
認
定
農
業
者
部

門
に
お
い
て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た

岩
手
町
の
三
浦
正
美
氏
か
ら
大
規
模
野
菜
農

場
経
営
と
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
処
し
た
流
通

対
策
の
紹
介
が
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
経
営
者
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
や
野
菜
ソ
ム
リ
エ
資
格
取
得

で
消
費
者
対
応
の
広
範
化
、
仲
間
と
の
連
携

で
ロ
ッ
ト
確
保
と
品
質
の
均
一
化
を
図
っ
て
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〜
い
わ
て
農
業
者
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
・
い
わ
て
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
修
了
式
〜

新
農
政
に
向
け
て
経
営
能
力
向
上

〜
東
北
農
政
局
長
・
道
頓
堀
食
い
だ
お
れ
女
将
の
示
唆
〜

認
定
農
業
者
の
意
識
改
革
と

経
営
セ
ン
ス
の
刷
新



い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
、
質
疑
が
飛
び
交

い
ま
し
た
。

次
に
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
い
る
女

性
認
定
農
業
者
、
金
ヶ
崎
町
の
石
母
田
れ
い

子
さ
ん
か
ら
、
経
営
参
画
で
や
り
が
い
が
出

て
経
営
能
力
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
経
営
者
に
家
族
経
営
協
定
を
進
め
て

い
る
と
し
た
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

一
集
落
一
農
場
の
実
現
を
図
っ
て
い
る
遠
野

市
の
農
事
組
合
法
人
宮
守
川
上
流
生
産
組
合

事
務
局
長
の
大
石
悦
司
氏
か
ら
集
落
営
農
経

営
体
の
組
織
化
や
多
角
経
営
の
必
要
性
が
報

告
さ
れ
、
最
近
の
話
題
で
あ
り
熱
心
な
質
疑

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
例
の
無
い
農
政
改
革
に
お
け

る
認
定
農
業
者
の
役
割
と
自
ら
の
経
営
に
追

い
風
が
吹
い
て
い
る
感
覚
を
感
じ
た
有
意
義

な
交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。

去
る
、
２
月
６
日
〜
７
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉
「
愛
真
館
」
に
お

い
て
、
岩
手
県
農
業
会
議
は
女
性
農
業
委
員

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
岩
手
版
の
「
経
営
所
得
安
定
対
策

等
大
綱
」
の
具
現
化
に
果
た
す
役
割
に
つ
い

て
、
農
業
会
議
の
三
浦
総
務
・
農
地
部
長
か

ら
説
明
を
し
て
、
続
い
て
、
佐
々
木
由
勝
事

務
局
長
の
誘
導
役
で
、
女
性
農
業
委
員
の
視

点
を
活
か
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
フ
リ
ー
ト

ー
キ
ン
グ
を
展
開
し
ま
し
た
。

女
性
農
業
委
員
の
場
合
、
推
薦
委
員
と
選

任
委
員
で
現
在
74
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す

が
、
過
去
に
様
々
な
女
性
組
織
の
役
職
を
経

験
し
た
実
績
を
持
ち
、
そ
の
知
識
や
行
動
力

に
優
れ
た
委
員
が
多
く
広
範
囲
の
視
点
を
活

か
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

議
論
の
中
で
、
家
族
経
営
協
定
の
推
進
や

子
供
達
の
食
育
を
は
じ
め
、
農
業
経
営
の
多

角
化
が
重
要
な
時
代
に
な
っ
て
お
り
、
加

工
・
流
通
や
消
費
者
と
の
接
点
な
ど
、
女
性

の
視
点
が
活
か
せ
る
分
野
と
具
体
的
な
取
り

組
み
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
、
県
農
林
水
産
部
長
の
今
泉
敏
朗

氏
か
ら
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
経
営
体
等

の
担
い
手
に
支
援
を
集
中
す
る
農
政
が
何
故

必
要
な
の
か
、
切
り
口
を
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

変
化
か
ら
見
た
解
析
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

少
量
多
品
目
化
す
る
需
要
状
況
か
ら
ま
た
、

安
全
・
安
心
な
食
料
に
こ
だ
わ
る
ニ
ー
ズ
や

産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
の
必
要
性
等
か
ら
、
そ
の

対
応
は
、
農
業
を
専
門
と
す
る
自
立
経
営
者

で
な
い
と
的
確
な
対
応
が
出
来
な
い
説
明
に

多
種
多
様
な
質
疑
応
答
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

女
性
農
業
委
員
の
得
意
と
す
る
消
費
者
ニ

ー
ズ
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
切
り
口
と
し
た
論
点

を
聞
い
て
、
大
改
革
農
政
を
完
全
に
理
解
し

た
委
員
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

岩
手
県
農
業
会
議
は
、
担
い
手
育
成
の
経

営
能
力
向
上
の
ひ
と
つ
に
農
業
経
営
者
と
地

場
産
業
と
の
連
携
し
た
付
加
価
値
化
も
重
要

視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
に
、
二
戸
市
で

集
落
営
農
経
営
体
と
本
県
独
自
品
種
の
酒
造

好
適
米
「
ぎ
ん
お
と
め
」
を
契
約
栽
培
し
て

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
株
式
会
社
南
部

美
人
の
製
造
部
長
久
慈
浩
介
氏
に
話
題
提
供

を
頂
き
ま
し
た
。

本
田
無
化
学
肥
料
栽
培
の
一
等
米
で
６
０

kg
当
た
り
２，
０
０
０
円
プ
ラ
ス
、
特
等
米
で

２，
０
０
０
円
プ
ラ
ス
の
契
約
栽
培
は
生
産
組

合
と
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
高
く
、
酒
蔵
と
し

て
も
差
別
化
の
高
付
加
価
値
清
酒
と
し
て
海

外
や
首
都
圏
で
の
販
売
戦
略
商
品
に
す
る
な

ど
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
話
題
を
１
月
の
常
任
会
議
員
会
議
や

２
月
に
開
催
し
た
農
業
法
人
協
会
の
「
農
業

と
経
営
を
語
る
会
」
で
講
師
に
招
き
、
具
体

的
な
取
り
組
み
経
過
か
ら
国
内
外
の
消
費
者

ニ
ー
ズ
へ
の
実
践
行
動
と
し
て
の
話
題
を
い

た
だ
き
、
熱
気
溢
れ
る
質
疑
応
答
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

3
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〜
農
林
水
産
部
長
と
懇
談
会
〜

女
性
農
業
委
員
の
パ
ワ
ー
全
開

〜
常
任
会
議
員
会
議
・
農
業
法
人
協
会
の
農
業
と
経
営
を
語
る
会
〜

五
代
目
蔵
元
が
新
し
い
農
業
に
向
け
て
熱
弁
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去
る
、
３
月
２
日
に
盛
岡
市
の
「
エ
ス
ポ

ワ
ー
ル
い
わ
て
」
に
お
い
て
、
岩
手
県
農
業

会
議
と
岩
手
県
農
業
法
人
協
会
（
石
川
和
宣

会
長
）
は
、
農
業
法
人
等
と
他
産
業
と
の
交

流
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

農
業
経
営
者
は
生
産
者
か
ら
経
営
者
に
意

識
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
生
産

し
た
農
畜
産
物
の
付
加
価
値
化
と
販
売
手
法

の
創
意
工
夫
の
取
り
組
み
が
疎
か
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
手
量
販
店
や
食
品
関
係

の
地
場
企
業
、
更
に
は
金
融
、
企
画
業
界
等

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
学
ぶ
と
共
に
人
脈
の
構
築
を
目
的
に
し

た
も
の
で
す
。

先
ず
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
元
幹
部
社
員
の
中
野
勝
釋
氏
と
東
北
ゾ

ー
ン
青
果
担
当
の
北
原
正
芳
氏
か
ら
社
会
の

変
化
に
伴
う
消
費
者
志
向
に
対
応
し
た
商
品

づ
く
り
や
販
売
戦
略
が
不
可
欠
で
あ
り
、
社

内
体
制
を
改
善
し
な
が
ら
よ
り
生
産
者
に
近

い
情
報
と
仕
入
れ
に
務
め
て
い
る
実
践
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
場
企
業
の
白
石
食
品
工
業
株
式

会
社
取
締
役
営
業
部
長
の
高
橋
松
美
氏
と
株

式
会
社
南
部
美
人
の
製
造
部
長
久
慈
浩
介
氏
、

有
限
会
社
平
安
商
店
専
務
取
締
役
の
平
野
隆

氏
か
ら
は
、
差
別
化
商
品
の
製
造
は
地
域
で

生
産
さ
れ
た
素
性
の
明
確
な
安
全
、
安
心
な

素
材
を
使
用
す
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
化
の
原

点
で
あ
り
、
地
場
企
業
と
地
域
農
場
の
連
携

は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
た

自
社
の
成
功
例
を
報
告
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
ト
ロ
盛
岡
所
長
の
柳
川
仁
氏

か
ら
は
、
世
界
の
食
量
事
情
の
報
告
と
後
進

国
の
経
済
成
長
度
合
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
流

れ
は
大
き
く
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
内

の
食
料
確
保
は
重
要
な
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
演
と
話
題
提
供
を
受
け
て
会
場
の

出
席
者
と
の
意
見
交
換
が
農
業
会
議
の
佐
々

木
事
務
局
長
の
進
行
で
進
め
ら
れ
、
実
践
的

な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
盛
岡
博
報
堂
の
篠
木
社
長
か
ら

は
消
費
者
か
ら
生
活
者
の
視
点
を
大
切
に
し

た
商
品
開
発
や
販
売
戦
略
が
必
要
と
さ
れ
、

少
量
多
品
目
時
代
に
即
応
し
た
差
別
化
商
品

ブ
ラ
ン
ド
の
時
代
と
も
提
言
が
あ
り
ま
た
。

ま
た
、
金
融
機
関
か
ら
も
多
種
多
様
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
農
業
経
営
者
と
他
業
種
で
仕
組

ま
れ
る
場
合
、
効
果
的
な
融
資
商
品
で
支
援

で
き
る
等
会
場
か
ら
も
多
く
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
名
刺
交
換
の
機
会
を
効
果
的
に

活
用
し
た
人
脈
構
築
も
順
調
に
進
め
ら
れ
、

当
所
の
目
的
を
達
成
し
て
有
意
義
な
セ
ミ
ナ

ー
を
閉
会
し
ま
し
た
。

去
る
、
３
月
17
日
に
盛
岡
市
の
「
東
日
本

ホ
テ
ル
」
で
、
岩
手
県
農
業
会
議
は
産
直
経

営
者
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
県
内
に
有
人
の
産
直
所
が
約
３
０

０
箇
所
あ
り
、
１
０
０
億
円
産
業
を
目
指
し

て
女
性
農
業
者
を
中
心
に
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
安
全
な
食
品
を
求
め
て
生
産
、

加
工
の
近
い
顔
の
見
え
る
産
直
所
に
足
を
運

ぶ
産
直
フ
ァ
ン
に
満
足
な
商
品
提
供
や
感
動

を
与
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
だ
け
あ

る
産
直
所
も
閉
鎖
を
す
る
数
も
多
く
、
新
に

開
設
す
る
数
が
同
程
度
で
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

経
営
者
は
、
産
直
フ
ァ
ン
の
期
待
に
応
え

て
、
ど
う
満
足
感
を
得
て
頂
く
こ
と
が
成
功

す
る
「
農
村
ら
し
い
産
直
所
」
で
あ
り
、
そ

の
維
持
・
発
展
が
出
来
る
の
で
す
。

そ
の
一
つ
に
、
販
売
担
当
の
人
が
商
品
の

説
明
を
上
手
に
出
来
る
こ
と
で
、
言
葉
で
心

が
通
う
話
し
方
で
す
。
前
田
正
二
氏
の
「
産

直
の
上
手
な
話
し
方
教
室
」
で
は
、
訪
れ
る

産
直
フ
ァ
ン
の
期
待
に
応
え
る
言
葉
の
キ
ャ

チ
ボ
ー
ル
を
優
し
く
、
分
り
や
す
く
、
心
の

こ
も
っ
た
、
そ
し
て
感
動
を
与
え
る
受
け
答

え
を
学
び
ま
し
た
。

〜
広
範
囲
の
異
業
種
と
交
流
セ
ミ
ナ
ー
〜

農
業
法
人
等
が
異
業
種
企
業
か
ら
商
戦
ノ
ウ
ハ
ウ

〜
熱
気
を
帯
び
た
産
直
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
〜

１
０
０
億
円
産
業
を
目
ざ
し
て



次
は
、
時
間
を
掛
け
て
期
待
を
込
め
て
訪
れ

た
産
直
所
に
並
ぶ
商
品
の
説
明
書
き
で
も
、
満

た
さ
れ
る
度
合
い
が
極
端
に
異
な
る
も
の
で
す
。

宮
城
大
学
の
食
産
業
学
部
教
授
の
川
村
保
氏
か

ら
「
産
直
フ
ァ
ン
が
感
動
す
る
品
揃
え
と
表
示

の
工
夫
」
と
題
し
て
、
生
産
現
場
ら
し
い
、
季

節
感
の
漂
う
、
好
奇
心
を
誘
う
等
の
工
夫
と
そ

の
食
べ
方
や
物
語
性
を
表
示
す
る
こ
と
が
大
切

と
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

完
成
度
の
異
な
る
産
直
所
で
す
が
、
夫
々
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
一
箇
所
平
均
３，

０
０
０
万
円
以
上
で

組
合
員
１
人
当
た
り
１
５
０
〜
２
０
０
万
円

の
販
売
額
で
１
０
０
億
円
産
業
を
達
成
す
る

こ
と
が
出
来
る
、
可
能
性
が
高
い
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

戦
後
半
世
紀
の
な
か
で
最
大
の
農
政
改
革

が
平
成
１
９
年
度
か
ら
具
体
的
に
実
行
さ
れ

ま
す
。
特
に
、
全
て
の
農
家
が
等
し
く
政
策

支
援
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
、
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
担
い
手
だ
け
に
様
々
な
支
援
を

集
中
す
る
こ
と
で
す
。

そ
の
支
援
対
象
の
担
い
手
に
な
る
機
会
を

全
農
家
に
与
え
て
、
認
定
農
業
者
と
集
落
営

農
組
織
の
経
営
体
づ
く
り
に
農
業
者
は
元
よ

り
関
係
者
が
連
日
連
夜
話
し
合
い
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。

県
段
階
で
は
、
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
（
会
長；

中
野
昌
造
農
業
会
議
会
長
）

が
県
・
農
業
会
議
・
農
協
中
央
会
等
の
農
業

団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
市
町
村
段
階
は
、

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が
市
町

村
・
農
協
・
農
業
委
員
会
等
の
関
係
者
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
本
格
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お

り
、
周
知
徹
底
は
全
て
の
農
家
に
実
施
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

現
段
階
は
、
日
本
型
直
接
支
払
い
等
の
支

援
を
受
け
る
認
定
農
業
者
の
個
人
経
営
体
と

兼
業
・
小
規
模
農
家
で
組
織
す
る
集
落
営
農

組
織
を
、
地
域
に
配
置
し
て
１
人
で
も
多
く

の
農
業
者
が
支
援
対
象
に
な
る
よ
う
話
し
合

い
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
国
や
県
の
平

成
１
８
年
度
予
算
が
確
定
間
近
に
な
っ
て
お

り
、
そ
の
財
源
確
保
に
も
万
全
を
期
し
て
い

る
が
、
そ
の
要
望
に
集
落
や
市
町
村
に
大
き
な

格
差
が
あ
り
、
政
策
支
援
対
象
の
担
い
手
経
営

体
数
に
格
差
が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

秋
ま
で
に
は
、
支
援
対
象
経
営
体
の
方
向

付
け
が
固
ま
る
よ
う
一
層
の
取
り
組
み
が
不

可
欠
で
す
。（
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
事
務
局
長
〜
農
業
会
議
事
務
局
長
佐
々
木

由
勝
）
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平
成
18
年
度
事
業
計
画
案

農
業
会
議
の
平
成
18
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）
が
農
業
委
員
会
会
長
会
議
で
検
討

さ
れ
ま
し
た
。
19
年
度
か
ら
の
条
件
を
満

た
し
た
担
い
手
へ
の
政
策
支
援
に
向
け

て
、
そ
の
育
成
と
農
地
の
集
積
に
絞
っ
た

事
業
展
開
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
３
月
24

日
の
総
会
で
決
定
し
ま
す
。

新
農
政
へ
関
心
の
高
ま
り
が

10
月
17
日
の
増
田
知
事
の
激
励
を
受
け

て
出
発
し
た
担
い
手
キ
ャ
ラ
バ
ン
か
ら
、

関
係
者
が
役
割
分
担
を
し
て
周
知
徹
底
を

図
っ
た
新
農
政
プ
ラ
ン
で
あ
り
ま
す
が
、

農
業
委
員
と
認
定
農
業
者
の
交
流
会
や
集

落
座
談
会
な
ど
の
話
し
合
い
が
活
発
化
し

て
お
り
、
当
会
の
現
地
巡
回
指
導
が
急
激

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
年
金
加
入
推
進
に
関
心
を

年
金
問
題
が
国
会
の
議
論
で
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
が
、
自
立
す
る
農
業
経
営
者

の
老
後
生
活
が
真
剣
に
話
題
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
国
民
年
金
だ
け
で
は
、
毎
月
の

夫
婦
生
活
費
25
万
円
の
確
保
は
困
難
で
あ

り
、
積
立
方
式
の
公
的
な
農
業
者
年
金
が

関
心
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
で
活
気
を

岩
手
町
で
大
規
模
野
菜
農
場
を
経
営
す

る
三
浦
正
美
さ
ん
が
今
年
度
の
農
林
水
産

大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
が
、
認
定
農
業
者

協
議
会
を
は
じ
め
関
係
者
の
意
気
込
み
が

一
段
と
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
経
営
の
法

人
化
や
研
修
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

世
代
交
代
の
決
心
は

後
継
者
の
新
し
い
経
営
感
覚
の
実
践
は

困
難
極
ま
り
ま
せ
ん
が
、
最
大
の
難
所
が

先
代
経
営
者
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
古
い
膿
を
出
し
切
っ
て
の

経
営
革
新
が
不
可
欠
と
す
る
某
蔵
元
五
代

目
の
熱
弁
に
経
営
移
譲
を
真
剣
に
考
え
る

戦
前
派
経
営
者
が
続
出
で
し
た
。

TOPICS

〜
政
策
支
援
を
上
手
に
活
用
し
て
企
業
経
営
を
〜

「
大
改
革
」
前
年
の
行
動
力
が
将
来
を
左
右



○
４
月
か
ら
「
商
標
法
」
が
改
正
に
な
り
ま
す
。

地
域
の
特
性
を
十
分
発
揮
し
た
ブ
ラ
ン
ド
商

品
の
表
示
が
き
め
細
か
く
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
多
角
化
経
営
の
追
い
風
に
活
か
し

ま
し
ょ
う
。

○
今
年
度
は
新
農
政
の
前
年
で
す
が
、
麦
の
播

種
時
期
ま
で
に
は
、
認
定
農
業
者
で
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
、
集
落
営
農
経
営
体
は
20
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
の
組
織
化
を
進
め
て
安
心
し
て

平
成
19
年
を
迎
え
て
下
さ
い
。

○
集
落
の
合
意
形
成
か
ら
組
織
化
ま
で
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
や
運
営
費
に
40
万
円
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
上
手
に
利
用
し
て
将
来
の
地

域
農
業
を
構
築
し
ま
し
ょ
う
。

○
質
問
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
経
営

者
は
農
政
情
報
や
社
会
情
勢
の
収
集
分
析
が
不

可
欠
で
す
。
週
刊
の「
全
国
農
業
新
聞
」を
購
読

し
て
正
し
く
農
政
改
革
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

○
ま
た
、
自
立
し
た
経
営
者
は
消
費
税
や
所
得
税

等
税
対
策
や
財
務
管
理
が
不
可
欠
で
す
。
書
店

に
は
無
い
「
全
国
農
業
図
書
」
を
上
手
に
活
用

し
た
賢
い
経
営
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

○
農
業
会
議
が
企
画
す
る
「
農
業
法
人
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
」「
各
種
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」
等
は
実

践
研
修
で
す
。
進
ん
で
参
加
し
ま
し
よ
う
。

○
県
内
の
農
業
者
年
金
受
給
額
は
年
に
58
億
円
で

す
。
ま
だ
、
加
入
し
て
い
な
い
方
は
必
ず
、
加

入
し
て
老
後
の
生
活
を
安
心
し
て
迎
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

○
市
町
村
合
併
が
進
み
、
58
か
ら
35
市
町
村
に
な

り
ま
し
た
。
農
業
委
員
等
の
守
備
範
囲
が
大
幅

に
広
く
な
り
ま
す
が
、「
地
域
住
民
の
世
話
人
」

と
し
て
、「
農
地
の
番
人
」
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
工
夫
し
て
下
さ
い
。

○
平
成
18
年
度
は
、
農
業
者
に
取
っ
て
も
、
地
域

農
業
に
お
い
て
も
、
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る

重
要
な
戌
年
で
す
。
現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し

て
経
営
革
新
や
合
意
形
成
を
前
向
き
に
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
、

（
由
）
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認
定
農
業
者
と
集
落
営
農
の
区
分
け
　

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

自
作
田
と
借
地
、
全
面
受
託
で
自

立
家
族
経
営
を
営
ん
で
い
る
。
今
後

も
認
定
農
業
者
と
し
て
明
確
な
担
い

手
を
望
ん
で
い
る
が
、
集
落
営
農
経

営
体
の
組
織
化
で
不
可
能
か
。（
奥
州

市
　
Ｎ
・
Ｍ
生
）

●
実
態
を
十
分
把
握
し
な
い
と
判
断
し
に

く
い
が
、
条
件
を
満
た
す
認
定
農
業
者
個

人
の
経
営
と
合
意
形
成
が
成
立
し
た
集
落

営
農
経
営
体
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ

て
地
域
の
農
業
が
成
立
つ
場
合
も
あ
り
、

地
域
全
体
が
集
落
営
農
化
す
る
こ
と
は
困

難
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。（
事
務
局
長
）

新
農
政
の
環
境
保
全
対
策
の
位
置
付
け
は
。

新
し
い
政
策
で
「
農
地
・
水
・
環

境
保
全
対
策
」
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
が
、
農
業
者
と
そ
の
他
の
地
域
住

民
が
取
り
組
む
共
同
作
業
の
効
果
は

あ
る
の
か
。（
盛
岡
市
　
Ｔ
・
Ｈ
生
）

●
地
域
の
自
然
、
環
境
は
地
域
住
民
が

全
員
で
保
全
す
る
べ
き
で
す
。
農
業
用

施
設
と
さ
れ
る
農
道
、
用
排
水
路
、
農

村
公
園
等
は
地
域
に
与
え
る
効
果
が
大

き
く
皆
で
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
今
回
の
政
策
で
は
生
産
活
動
、

地
域
活
動
の
両
輪
と
し
て
共
に
重
要
な

も
の
で
す
。（
事
務
局
長
）

現
場
ま
で
農
政
情
報
が
届
か
な
い
の
　

は
ど
う
し
て
か
。

戦
後
最
大
の
農
政
改
革
と
か
、
一

部
農
家
が
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う

と
か
の
、
知
ら
せ
が
末
端
の
農
家
に

届
い
た
の
が
１
月
の
座
談
会
で
は
、

余
り
に
も
遅
い
の
で
は
な
い
か
。（
宮

古
市
　
Ｓ
・
Ｅ
生
）

●
情
報
収
集
と
分
析
は
、
農
業
経
営
者

と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
大
切

な
こ
と
で
す
。
農
政
の
情
報
は
国
・

県
・
市
町
村
か
ら
農
家
に
、
農
協
等
の

団
体
か
ら
農
家
に
、
広
報
等
で
連
絡
員

等
を
通
じ
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

農
業
経
営
者
は
農
政
等
の
改
革
は
重
要

な
こ
と
で
す
か
ら
、
自
ら
も
月
６
０
０

円
の
全
国
農
業
新
聞
を
購
読
す
る
な
ど

の
努
力
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ

の
新
聞
で
は
「
経
営
所
得
安
定
対
策
等

大
綱
」
を
11
月
４
日
に
は
解
説
記
事
で

紹
介
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
読
ん
だ

人
と
読
ま
な
い
人
の
差
が
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
事
務
局
長
）
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編
集
・
発
行
人
／
事
務
局
長
・
佐
々
木
由
勝
　
〒
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０
―
０
０
２
４

盛
岡
市
菜
園
一
丁
目
4
番
10
号
（
第
二
産
業
会
館
4
階
）

電
話
〇
一
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―
六
二
六
―
八
五
四
五
　
印
刷
／
川
口
印
刷
工
業
株
式
会
社

３月24日 岩手県農業会議総会
（盛岡市　エスポワールいわて）

４月11日 第307回　常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

５月10日 第308回　常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

５月25日 全国農業委員会会長大会
（東京都　日比谷公会堂）

５月25日 本県選出国会議員への要望
（東京都　衆議院会館レストラン）

５月中旬 市町村農業委員会事務局長会議
（盛岡市）

５月下旬 市町村農業委員会会長会議
（盛岡市）

６月13日 第309回　常任会議員会議
（盛岡市　エスポワールいわて）

６月上旬 市町村農業委員会担当者会議
（盛岡市）

18年4月から4月までの主な行事


